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医療の現場アラカルト- Vol.14    英語担当 スミスさん

私は思考をビジュアル化しないタイプだと思っていましたので、普段話をして
いる時と通訳をしている時とでは、情報処理の方法が違っている可能性があると
いう点に、面白さを感じました。
また、冬の時期には、医療スタッフの方がタブレットのカメラを窓の外に向け
雪景色を見せてくださったこともありました。大阪では雪は舞う程度で積もるこ
とはほとんどありません。画面越しに見る雪景色はとても美しく、心を動かされ
ながら通訳を始めることができました。画面の向こうに広がる人とのやり取りに
心を寄せながら、今日も通訳センターで一つひとつの言葉に向き合っています。

私は大阪の通訳センターに勤務していますが、通訳を通して、これまで訪れたことのない地域
の医療現場に関わらせていただいています。

院外薬局の案内を通訳する場面などでは、実際には知らない場所の道案内を通訳させていただくことがあります。
通訳終了後に地図でその場所を確認し、「本当に正面にコンビニがある！」と、自分の頭の中で描いていた地図と一致
したことがありました。通訳は言葉のやり取りですが、実は頭の中では、想像以上にビジュアル化して処理しているの
だと気づいた瞬間でした。

通訳センターでは、ビデオ通訳と電話通訳による遠隔通訳を行っています。
ヘッドセットから聞こえてくる患者様と医療者の方の声に集中する業務ですが、ビデオ通訳では
そこに視覚情報が加わります。声のトーンや間の取り方、表情の変化にも意識を向けています。
画面越しだからこそ、言葉以外の小さなサインを逃さないことが医療通訳にとって大切だと感じ
ています。そのため、通訳が始まると、まるで自分も診察室にいるかのように感じるほどグッと
集中しています。通訳が終わった瞬間、緊張がほぐれると同時に、ふっと通訳センターに舞い戻
るような感覚があります。


